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正門
新体育館

新校舎

南門

運動場

駐車場

駐車場

体育館
建替え後

川とのつながり

周辺施設とのつながり

地域とのつながり

校舎のつながり

四季のみち
敷地内をぐるりとつなぐ回遊動線。海田町
の花「ひまわり」の他、四季折々の草花によ
り季節を感じ、楽しくめぐる歩行者通路を
設けます。学校全体を自然観察や環境教育
材料として有効活用します。

四季のみち

四季のみち

四季のみち
Ｎ

住宅と校舎の間に
スペース確保地域とつながるスペース

近隣に配慮し
セットバック

既存校舎を避けて
新校舎を配置

川近くの環境を活かした
水と緑の学習園

春秋分の日影
影響問題なし

各棟ごとに
最適化した
合理的建築計画

新校舎棟

Ｌ字型

別棟

構造的に別棟
とする

給食棟

クランク形状
に合わせ敷地
を有効活用し
たＬ字型配置

《 コスト縮減と最短工期の合理的な配置計画 》
・既存校舎を避けた位置に、魅力的な新校舎を配置
することで、仮設校舎が不要な事業整備とします。
・校舎新設と既存校舎解体のシンプルな工事工程と
なるため、仮設建物の建設･解体に掛かる費用と工
期が不要となり、大きな経済効果を生みます。
・仮設校舎が不要になることで、学習環境に影響を
与える期間が最短となり、関係者全員に負担とな
る引越し費用やストレスを最小限とします。

《 心地よい運動場を生むコンパクト校舎 》
・敷地西側の不整形な形状を有効活用しながらコン
パクトな校舎を配置することで、運動場を整形に
とることができ、影の影響も小さくなるため十分
な日照時間も確保します。

《 隣接する住宅にきちんと配慮した配置計画 》
・学校の音や建物の圧迫感を軽減するため、校舎は
住宅からの離隔を確保して配置し、さらに上層階
をセットバックします。地上部は花壇を設け境界
部をきれいに修景します。また教室窓からの視線
をさえぎるバルコニーやテラスも設置します。

《 地域コミュニティを生むにぎわい空間 》
・南門まわりにはシンボルツリーやベンチを設け、
ポケットパークのような設えとします。登下校時
の子どもたちの笑顔が地域を元気にするような、
地域の人々が見守りやすく親しみやすいような、
エントランス空間として計画します。

魅力ある教育環境と地域コミュニティを住宅エリアに拡張する 建替後の建物配置･平面計画 安全安心で合理的な事業整備を実現する 建替えのプロセス ( 新築･解体･移転等 )
《 学校生活の日常と安全を守り、海田東小の今と未来を大切に考えた建て替え計画 》

《 給食棟を分離した合理的で経済的な計画 》
・敷地形状に合わせた L
字型の配置を構造的に
分離します。
・校舎棟と給食棟では機
能、スパン、階高、設
備系統等が異なるため、
それぞれに最適化した
構造形式、寸法とする
ことで合理的・経済的
な建築計画とします。

《 魅力的学び舎『みんなの母校』 を未来へつなぐ》
・新体育館を建て旧体育館を解体した後、駐車場
の一部を正門南側に配置換えするだけで運動場
を整形に確保すること
が可能です。
・新体育館と校舎のつな
がりも最短となる将来
配置計画により、使い
やすく魅力的な学び舎
『みんなの母校』は未来
へと持続し続けます。

シビックプライド ( みんなの母校 ) を 受け継ぎ、育む施設整備
《 記憶を継承する母校の風景 》
・地域の皆様や卒業生に親しまれてきた「思い」
と「校舎の風景」を大切にしたいと考えます。
新しくなった校舎の中に、東小のＤＮＡを受け
継ぐようなデザインが懐かしさを感じさせ、地
区の皆様の『みんなの母校』としてこれからも
続いていくような学校づくりを行います。
・正門横で登下校を見守っていた格子デザインと
アクセントカラーは、南門に向けた新たな顔と
します。楽し気な光を生み出していた丸窓は、
新しい図工室で、遊び心と型にはまらない想像
力を喚起します。階段室には、スリット状のガ
ラスブロックを継承し、なつかしく揺らぐ光の
心地よさを蘇らせます。

《 にぎわうカフェのような多目的ホール 》
・2階の大きな開口部がおしゃれなカフェのよう
で目を引く外観とします。多目的ホールのにぎ
わいが地域を引き寄せ、オープンな雰囲気が親
しみを生み、地域とのつながりを強めます。

《 博物館のようにワクワクする特別教室 エリア》
・音楽室前は見せる楽器収納、理科室前は見せる
実験器具収納とするなど、特別教室前の廊下を
博物館の展示のような空間とし、子どもたちの
興味や学びと交流を喚起します。地域の歴史・
文化や自然環境をテーマとした展示や、子供た
ちのアート作品展示をしやすいように、壁面掲
示や棚を設けます。異学年交流や地域開放時の
交流を活性化させる空間づくりを行います。

22.9 ㎝×13.1 ㎝＝299.99 ㎠

笑顔と仲間があつまる、みんなの⺟校

phase 1　新校舎建設 phase 2　旧校舎解体▶▶▶ ▶▶▶ ▶▶▶phase 3　外構整備 phase 4　工事完了

phase 5　将来計画

・仮設校舎無しで本館・新
館を使いながらの工事。
敷地南西半分を工事エリ
アとし、南門を工事用
ゲートとします。運動場
を可能な限り広く確保。

・新校舎へ引越後、本館・
新館を解体。敷地北東側
を工事エリアとし、正門
を工事用ゲートとしま
す。エリアを明確に分け、
学校運営と安全性に配
慮。

・旧校舎解体後、駐車場な
どの外構を整備。この駐
車場配置は将来の体育館
建て替え時の工事エリア
とすることを想定。

・外構整備が終わると工事
完了。敷地を有効活用で
きるような全体計画で海
田東小学校を現在から未
来へつないでいきます。

Ｎ

様式 11
建替後の建物配置・平面計画に関する提案 及び 建替えのプロセス ( 新築、解体、移転等 ) に関する提案、「学びの中心となる学校図書館 ( 読書・学習・情報センター ) の整備」、「快適で温かみのある空間の整備」、「誰もが直感的に分かりやすいアプローチ計画、
サイン計画」、「長期的な視点に立った、維持管理のしやすい施設整備」及び「シビックプライドを育む施設整備」それぞれの提案並びに 全体事業期間の短縮に関する提案 及び 全体事業費 ( イニシャルコスト ) の圧縮に関する提案

●近隣の居住環境への配慮●建て替え後の建物配置図

●記憶を継承する「みんなの母校」の風景／●にぎわうカフェのような多目的ホール ●博物館のような特別教室エリア

●建替えステップ図

●将来も使いやすい配置計画●給食棟を別棟配置

円窓

壁面
展示

見せる
収納

ガラス
ブロック

アクセント
カラー

格子
デザイン

にぎわうカフェ
のような多目的
ホール

＜親しまれてきた校舎の記憶の風景＞
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アクセントカラーにより
遊び心のある色彩計画

適材適所の木質化に
より、温かく安心感
のある空間を計画

人が行き交う
回遊性の高い動線計画

児童が多様な過ごし方
が出来るように
小さなスペースも計画

保健室は職員室の近
傍に配置し、子ども
の心に寄添った
サポートゾーンを形成

自然採光を最大限利用
できる配置とし、健康的
で快適な学習の場を整備

地上階でなくとも外部を
感じることができる
居心地の良い空間を計画

廊下の突き当りには開
口部を設け、採光・換
気・通風を確保し、
快適な室内環境を整備
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EV

EV

EV

児童が多様な過ごし方
が出来るように
小さなスペースも計画
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多目的
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(3 年 )メディア

ホール
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メディア
ホール

メディア
ホール

普通教室
(4 年 )

普通教室
(1 年 )

普通教室
(2 年 )

眺望

視認性が高く
有効的な見守り

見守り

眺望

菜園

教室毎のサインや
アクセントカラーにより
遊び心のある色彩計画

適材適所の木質化に
より、温かく安心感
のある空間を計画

人が行き交う
回遊性の高い動線計画

児童が多様な過ごし方
が出来るように
小さなスペースも計画

保健室は職員室の近
傍に配置し、子ども
の心に寄添った
サポートゾーンを形成

自然採光を最大限利用
できる配置とし、健康的
で快適な学習の場を整備

地上階でなくとも外部を
感じることができる
居心地の良い空間を計画

廊下の突き当りには開
口部を設け、採光・換
気・通風を確保し、
快適な室内環境を整備

EV

EV

EV

EV

特別教室との連携
（異文化学習コーナー）

特別教室との連携
（音楽学習コーナー）

４階

３階

２階

１階

特別教室との連携
（伝統文化学習コーナー）

メディアホールにアクセス
しやすい大階段の配置
開放的で利用しやすい計画

連携

連携

連携

連携

連携

連携

連携

連携

距離を取り、落ち
着いた雰囲気づくり

連携

特別教室との連携
（ものづくりギャラリー）

特別教室との連携
（環境学習コーナー）

吹き抜けを介して、全体が
つながる一体的な学びの空間

吹き抜けから活動が見える
視覚的なつながり

高学年のフロアでは
落ち着いた雰囲気で
読書や学習に
取り組める環境を整備

拡張しつながることで
学習活動の多様化に
柔軟に対応

メディアホール中心
に動線を計画し、
自然発生的な活動
と交流を創出する

メディアホールに面
し、階段を配置する
分かりやすい動線計画

身近に本に触れられる環境
異学年の活動が身近に
感じられる交流の場

学年ごとにつながりと
落ち着きを創る多様な設え

メディア
ホール

特別教室との連携
（食と地域の学習コーナー）

メディア
ホール

メディアホール
の縦のつながり

メディアホール
の縦のつながり

メディアホール
の縦のつながり

コモン
スタディ

普通教室

普通教室

普通教室

普通教室

普通教室

生活科室

大階段

ぽかぽかデッキ

音楽室

外国語室

理科室

EV

EV

EV

EV

創作デッキ
図工室

家庭科室

食育ラウンジ ふれあいテラス

音楽デッキ

普通教室

学習デッキ

快適で温かみのある空間の整備

誰もが直感的に分かりやすいアプローチ計画、サイン計画

学びの中心となる学校図書館 ( 読書・学習・情報センター ) の整備

●コモンスタディ

●バルコニー

●職員室

●学習テラス

南西側で日当たりのよい屋外学習の場

憩いながら、
食育実践の場となる学校菜園

●音楽デッキ

●ものづくりギャラリー

●食育ラウンジ

●瀬野川日下橋方面からのアプローチ／学校のにぎわいと地域生活が溶け込む様子のイメージ

中心部のにぎわいから離れた
落ち着きのある学習空間

場所に合わせた親しみある色彩計画

各教室ごとに持つ快適な半屋外空間

建物セットバックとバルコニー形状は
ほどよく隣地の覗き込みを防ぐ

眺望に優れ、開放感あふれる半屋外空間

屋内外の連続性を高め、
目的利用以外の活動や交流を生む

木材を用いた家具や内装木質化が、
温もりと安心感を与える

回遊動線沿いにあり、
偶発的に交流が生まれる

食に関わる、学び以外の人や地域がつながる

食の興味は人を呼び込む

《 視覚的シークエンスによるアプローチ計画 》
・多目的ホールのにぎわいとシンボルツリーにより、遠くからでも目を引く設えとします。
南門前には、ポケットパークのように誰もが立ち寄り憩える場があり、人の賑わいが見
えます。南門まで行くと奥に昇降口が見え、人を導きます。これら一連の視覚的なシー
クエンスにより、直感的に分かりやすいアプローチを計画します。

《 誰もが使いやすいサイン計画 》
・多言語表記やピクトグラム、点
字表記等、様々な利用者に配慮
したサイン計画とします。
・床仕上げについて、仕上材の切
替、色相や彩度調整により、視
認性を高め、視覚障がいにも対
応できる計画とします。
・特別教室ごとに特色あるサイン
を計画し、楽しげで誰もが分か
りやすい、インクルーシブな学
校を整備します。

メディアホールの中⼼性が⽣み出す学びのきっかけ
1．学校全体を意識します。

学校全体に及ぶ意識は、学年を越えた交流を生み、
学年を越えた思いやりを学びます。

2．日常的に教科に触れます。
常に教科の一端が触れることで、得意を伸ばし、
苦手意識を改善する、学びの継続を身につけます。

3．知識を掘り下げます。
授業や日々の会話から気になることが、すぐ身近
で調べられ、意欲と情熱を学びに結びつけます。

4．多様な興味と出会います。
廊下のすれ違いから思いもかけない興味は起き、
偶発的で無意識な出会いを学びます。

5．成長を感じます。
教室の中に留まらない学びの場は、客観的に自ら
を感じる場となり、学びの積み重ねを感じます。

《 学校生活の中心機能を果たすメディアホール 》
・メディアホールの外周部には、各教科教室の特性
に合わせたコーナーを設けます。教科や学年ごと
の特色が見えるしつらえとすることで、興味関心
を喚起する学びのきっかけづくりとします。
・それぞれの児童たちが、好奇心の趣くままに、居
心地のよい場所を選択し、主体的に自発的に学び
続けられる学習空間を整備します。
・吹抜けによって、メディアホールを中心に上下階
の視覚的なつながりを持たせます。異学年交流や
自然発生的な学習機会を促し、直線的な平面配置
では得られない一体感のある学習空間とします。

季節や時の移ろいを感じる温かみのある共用部

ハイサイド窓や階段部スリット窓から
自然に変化する光

●共用部 ( ハイサイド窓、スリット窓）

グラウンドや登下校、来客動線への
視認性を確保

優しく児童を見守る教育環境

《 メディアホールへ惹き込む大階段 》
・メディアホールへ
続く大階段は、学
校全体の中でも最
も人が行き交う昇
降口正面に計画し
ます。階段状の空
間でありながら、
児童が腰を下ろし
て休憩、交流でき
る開放的な憩いの
場を設け、自然と
メディアホールへ
誘う計画とします。

●昇降口につながる大階段の様子

お兄ちゃん
給⾷の時間
じゃない︖

もう⾷べた－︖
はよ遊ぼーや︕

かーちゃん迎え
に来てくれる︕

帰って釣り
⾏こーよ︕

あっこ︕
じーちゃん
おる︕ 昔の⾳楽室

かね︖

様式 11
建替後の建物配置・平面計画に関する提案 及び 建替えのプロセス ( 新築、解体、移転等 ) に関する提案、「学びの中心となる学校図書館 ( 読書・学習・情報センター ) の整備」、「快適で温かみのある空間の整備」、
「誰もが直感的に分かりやすいアプローチ計画、サイン計画」、「長期的な視点に立った、維持管理のしやすい施設整備」及び「シビックプライドを育む施設整備」それぞれの提案並びに 全体事業期間の短縮に関する提案 及び 全体事業費 ( イニシャルコスト ) の圧縮に関する提案



保健室保健室

図工室図工室

デッキデッキ
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【配慮】ご近所付き合いの
きっかけとなる菜園【維持管理】日射しを避けて

本棚を設置し本を日焼けから守る。
【配慮】運動場と隣家との間に校舎を配置
しているため、運動場からの砂埃や声が、
直接届くことを緩和。 【配慮】隣家との離隔を確保

【維持管理】
ハイサイドライトは
高天井を避けて設置し

梯子や脚立でも
点検や更新が容易

【省エネ】
重力換気
自然通風

【省エネ】
断熱・

複層ガラス

【省エネ】
庇：日射を遮蔽

【省エネ】
雨水利用

【維持管理】バルコニー等を
設けメンテナンスを安全に
行いやすくする。

特別教室 みんなの図書室

エコヴォイド

普通教室

【省エネ】
奥行のあるバルコニー：
直射日光と視線を遮る

2F

3F

4F

RF
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図工室図工室

デッキデッキ
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【配慮】ご近所付き合いの
きっかけとなる菜園【維持管理】日射しを避けて

本棚を設置し本を日焼けから守る。
【配慮】運動場と隣家との間に校舎を配置
しているため、運動場からの砂埃や声が、
直接届くことを緩和。 【配慮】隣家との離隔を確保

【維持管理】
ハイサイドライトは
高天井を避けて設置し

梯子や脚立でも
点検や更新が容易

【省エネ】
重力換気
自然通風

【省エネ】
断熱・

複層ガラス

【省エネ】
庇：日射を遮蔽

【省エネ】
雨水利用

【維持管理】バルコニー等を
設けメンテナンスを安全に
行いやすくする。

特別教室 みんなの図書室

エコヴォイド

普通教室

【省エネ】
奥行のあるバルコニー：
直射日光と視線を遮る

2F

3F

4F

RF

【配慮】運動場と隣家との間に校【配慮】運動場と隣家との間に校
しているため、運動場からの砂埃しているため、運動場からの砂埃
直接届くことを緩和。直接届くことを緩和。

健保保保保健

工図

デ キキキデッキデ キデ キ

♪♪♪♪
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♬♬

【 慮】運動場と隣家と 校【 慮】運動場と隣家と 校

【維持【維持管理】管理】【維持【維持管理】管理】
ハイサイドライトはハイサイドライトは

高天井を避けて設置し高天井を避けて設置し
梯子や梯子や脚立で脚立でもも梯子や脚立でも
点検や点検や更新が更新が容易容易点検や点検や点検や更新が更新が更新が容易容易容易

【省エ【省エネ】ネ】【省エ【省エネ】ネ】
重力換重力換気気重力換重力換気気
【省 ネ】【省 ネ【省 ネ】【省【省 ネ【省【省
自然通風自然通風
重力換気重力換気重力換気重力換重力換気重力換重力換

【省エ【省エネ】ネ】【省エ【省エネ】ネ】
断熱・断熱・
省 ネ】省 ネネ】ネ省 ネネネ

複層ガ複層ガラスラス複層ガ複層ガラスラス
断熱断断熱断断断断

特別教室

2F2F2F2F

3F3F

4F4F

RFRF

【維持管理】日射しを避けて【維持管理】日射しを避けて
本棚を設置し本を日焼けから守る。本棚を設置し本を日焼けから守る。

舎を配置舎を配置
埃や声が、埃や声が、 【配慮】隣家との【配慮】隣家との

【維持管 】 射しを避け【維持管 】 射 を避け舎を舎を

【省エ【省エネ】ネ】【省エネ】
庇：日射を遮蔽庇：日射を遮蔽
【省 ネ】省 ネ】【省 ネ】】省 ネ】】】

エエ【省【省エ【省エエ
雨水雨水雨水水水
【省【省

みんなの図書室 普通教室

【配慮】ご近所付き合いの【配慮】ご近所付き合いの
きっかけとなる菜園きっかけとなる菜園

の離隔を確保の離隔を確保

隣隣
地地地地
境境境境
界界

【配慮】ご近所付き合いの【配慮】ご近所付き合いの

エネ】ネ】エネ】
水利用利水利用用
ネ】ネネ】ネ

【維持【維持管理】管理】バルコバルコニ 等ニー等をを【維持【維持管理】管理】バルコバルコニー等ニー等をを
設けメンテナンスを安全に設けメンテナンスを安全に
行いやすくする。行いやすくする。

【省【省エ【省エネ】ネ】ネ】【省【省エ【省エネ】ネ】ネ】
奥行の奥行のあるバある ルコニル ー：奥行の奥行のあるバある ルコニル ー：
【省 ネ】【省 ネ【省 ネ】【省【省 ネ【省【省

直射日光と視線を遮る直射日光と視線を遮る

保健室保健室

図工室図工室

音楽室音楽室

デッキデッキ 普通教室普通教室

階段階段

廊下廊下

普通教室普通教室

普通教室普通教室

特別支援特別支援

バルコニーバルコニー

隣家隣家

♪
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【配慮】ご近所付き合いの
きっかけとなる菜園【維持管理】日射しを避けて

本棚を設置し本を日焼けから守る。
【配慮】運動場と隣家との間に校舎を配置
しているため、運動場からの砂埃や声が、
直接届くことを緩和。 【配慮】隣家との離隔を確保

【維持管理】
ハイサイドライトは
高天井を避けて設置し

梯子や脚立でも
点検や更新が容易

【省エネ】
重力換気
自然通風

【省エネ】
断熱・

複層ガラス

【省エネ】
自然採光

【省エネ】
庇：日射を遮蔽

【省エネ】
雨水利用

【維持管理】バルコニー等を
設けメンテナンスを安全に
行いやすくする。

ヴヴエコヴエコヴエコヴエコヴエコヴエコヴコヴ イドォイドォイドォイドォイドォイドォイドォイドヴヴエコヴエコヴエコヴエコヴエコヴエコヴコヴ イドォイドォイドォイドォイドォイドォイドォイド

特別教室 みんなの図書室

エコヴォイド

普通教室

【省エネ】
奥行のあるバルコニー：
直射日光と視線を遮る

メディア
ホール
メディア
ホール 吹抜吹抜

吹抜吹抜

1F

2F

3F

4F

RF

バルコニーバルコニー

ピロティピロティ

学習テラス学習テラス

デッキデッキ

散水

散水

グラウンドグラウンド

スケルトン
構造部材の長寿命化

共用機能

インフィル
更改容易な乾式間仕切工法
モジュールの統一

設備スペース
給排水・空調の配管
電気・情報の配線設備更改ルートの確保

廊下

教室
教室

モジュール
ライン

スケルトン インフィル

設備スペース

電源設備や室外機
は2階以上に
設置

一時避難となるバ
ルコニーや屋上を

設ける

本来裏の空間となる準備室を
「見せる準備室」とすることで

見せる楽器収納と関連メディアにより
音楽ショップのような

楽しい音楽エリアとするイメージ楽しい音楽エエリアと

見せる
音楽準備室

音楽
関連メディア

校舎棟のみ 校舎棟＋給食棟
EXP.J

●給食室の構造のイメージ

・平面断面が自由
・個別の構造を選定
・軽量 S造で杭なし検討
・騒音･振動、防水が安全

・スパンが上階と合わない
・階高が大きくなる
・排気ダクトが干渉
・騒音･振動が干渉

基本計画　基本設計　実施設計　施工

100

0
果
効
減
縮
ト
ス
コ ２年間で

約15％
物価上昇

２年後の
物価上昇率
※予測

物価上昇を
見込んだ
概算

●フロントローディングによるコスト管理と物価上昇見込みのイメージ

△：長い

△：大きい

○：よい

△：遠い

△：開放性高い

○：短い

○：コンパクト

△：廊下端部のみ

△：遠い

○：効率的

○：短い、視認性よい

○：コンパクト、効率的

△：適度に配置

◎：近い

◎：効率的、機能的

片廊下型

平面

形式

動線

中廊下型 図書室一体型

機能連携
複合化

●共用部の工夫による面積縮減･コスト縮減のイメージ

共用面積
開放感
特別教室
総合 ◎ 効率的、機能的

図書室 体型

《 給食室の特性に合った構法選定とコスト縮減効果 》
・親子方式への対応も含
め、給食室は天井高さ
や排気ダクトにより制
約が生じるため、教室
群の下階に収めるので
はなく、独立した 2層
の別棟とします。
・より大きなスパンを必要とする給食棟には鉄骨造を採用し
ます。併せて構造が軽量な利点を生かし、杭基礎なしを検
討することで、総合的な躯体費の低減を図ります。

《 フロントローディングによる効果的なコスト管理 》
・設計の各段階で概算検証しコスト管理を行います。
・基本計画：配置・規模・コストの比較検討します。
・基本設計：概算により品質と仕様のバランスを図ります。
・実施設計：精概算により工事発注が不調にならないように
仕様を調整します。

202620252024 2027 2028 2029 2030

R12R11年度R10年度R9年度R8年度R7年度R6年度

1011 741 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 31074 1074 1074 1074 4

業務期間

年度

年
月

基本計画

基本設計

実施設計

工事

コア会議（設計定例）

関係者協議

海田東小学校

基本設計
28 ヵ月

想定 36 ヵ月

仮設 7ヵ月＋引越し 1ヵ月＋解体 10ヵ月 ……ここから 23ヵ月

実施設計 監理基本計画

与条件整理
一般図

ヒアリング ヒアリング ヒアリング

平詳

各詳細

構造･設備
概算 積算

パース･模型等

入札等

新校舎建設工事

仮設後の新校舎建設の場合

既存校舎解体工事

外構整備

議会承認

事前協議

★ ★ ★★★ ★ ★★ ★ ★ ★ ★ ★ ★★ ★ ★ ★ ★ ★ ★★★ ★

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

事業費
確認

図面
提出

工事
費

★ ★

建築
許可

確認
済証

★

★

成果物

引渡し･引越し
全体供用
開始

成果物成果物

平面･配置

立面･断面

構造･設備

概算

パース･模型等

新校舎
供用開始

仮設不要で
即時着工 仮設ありは

18ヶ月遅延

全体事業期間の短縮
《 仮設校舎を建設しない計画 》
・仮設校舎が不要な建て替え計画とすることで、仮設校舎を
建てた場合と比較して 18 か月短縮が可能です。

《 建材のモジュール化・ユニット化・施工の乾式化 》
・現場作業を減じる工場生産品の積極採用をします。建材自
体のユニット化も図り、現場作業を減らし、全体工期の縮
減を図ります。また、作業の多い現場湿式工法に優先し乾
式工法の建材を採用し、工期短縮を図ります。

《 フロントローディング型 ( 前倒し ) 工程管理》
・前倒し工程管理で、行政協議や調査結果等、不測の事態に
備えた履行スケジュールを計画します。

《 BIM による円滑な合意形成》
・ワークショップでは、各フェーズに併せた明確なテーマ設
定、ビジュアル的な資料提供（パース、模型）を行い参加
者が議論しやすい場づくりを支援し、円滑な合意形成を行
い、手戻りなくスムーズに業務を進めます。

全体事業費 ( イニシャルコスト ) の圧縮

長期的な視点に立った、維持管理のしやすい施設整備
《 将来の教室数の変化に対応する SI 構法 》
・スケルトンインフィル（SI）構
法により、可変性の高い構造計
画とします。必要な耐震壁は階
段や水廻り周辺に配置し、教室
を仕切る壁を乾式工法とするこ
とで、時代のニーズによる教室
数や教育内容の変更等にも柔軟
に対応できる、フレキシブルな
校舎とします。

《 目と手が行き届き、容易に近づける維持管理計画》
・各階にバルコニーや屋上を設けることで、外部のメンテナ
ンスが安全に実施できる計画とします。
・数多くの長寿命化改修実績やノウハウを活かし、目が届き
やすい点検箇所、掃除が容易なディテール等を取入れます。

《 省エネルギー建物は維持管理しやすい 》
・省エネ建物とすることで維持管理がしやすい施設整備を行
います。エネルギー消費を少なくすることで設備機器への
負担を軽減します。また高効率な照明や空調は故障やトラ
ブルが少なく長寿命であり、使用状況をモニタリングする
ことで、適切なメンテナンスやトラブルの早期発見が可能
です。

《 費用対効果の高い ZEB Ready の導入検討 》
・ZEB プランナーの知見を活かし、
弊社実績から、より費用対効果の
大きい環境配慮設計を実施します。
・ZEB 化ロードマップに沿い、項目
別の目標数値を想定し、合理的で
バランスの良い環境計画を実現し
ます。
 《 環境装置として建物を永らえるエコヴォイド 》
・海田東の夏は暑く冬は温暖で、春・秋はさわやかで過ごし
やすい気候の特色を活用した建物とします。校舎の中央に
配置したエコヴォイドは、メディアホールを中心に吹抜で
各階をつなぎます。校内の様々な活動を映し出すショーケー
スであると同時に、太陽光や地域の風を取り入れる環境装
置（自然採光・自然換気）としても機能し、省エネルギー
建物を実現します。

《 災害に強い安心・安全な地域拠点 》
・敷地は河川近くに位置し、浸水
の可能性があるため、機能維持
を目的に電源設備や室外機は 2 
階以上に計画します。
・安全な一次避難場所となるバル
コニーや屋上を各階に設ける計
画とし、円滑な避難を可能とし
ます。

《 冗長性をもつ設備スペース 》
・PS や EPS は共用部から点検可能な位置に配置し、将来の
情報技術の進化などによる設備の増設、更新しやすさを考
慮して、予備スペースを見込んだ計画とします。
・設計段階で、 BIM を用いて更新ルートや空間の大きさを把
握し、維持管理メンテナンスの容易さを検討します。

《 学校生活に浸透させる、見える化による環境教育 》
・日当たりのよい南側に対
してセットバックした建
物形状であることを活か
し、降雨時の排水の流れ
を見える化します。
・排水経路近くに植栽を配
置し、タンク貯留などを
併用することで、植栽や花壇への水やりに、雨水を再利用
します。上水利用量も抑制できる環境教育教材とします。

《 バックヤードをつくらない日常的な維持管理 》
・防災倉庫や準備室などの
収納を視認性の高いしつ
らえとします。目に触れ
ることが日常になると、
欠損や不具合に気づきや
すく、美観意識やいたず
ら防止にも効果の高い維
持管理が可能になりま
す。関連メディアと合わ
せて子どもの学びを活性
化する「教科のエリア」
をつくります。

《 面積縮減による建設費の削減》
・5,900 ㎡の面積縮減プランにより、建設費を抑えます。
・中心に据えた図書館を生かし、共用空間の省スペース化と
適度な広がりを生み出すことで、合理的なコンパクトさと
不整形な敷地形状を効率的に使い切る施設整備とします。
・既存校舎に干渉しないエリアに、快適な新校舎を配置する
ことで、仮設校舎の建設費と解体工事費、二度目の引越し
費用を不要とし、大幅な事業費縮減を実現します。

《 効率的な柱配置による躯体費の縮減 》
・建物中央の図書館が大きな空間特性を持つことから、スパ
ン割検討により柱を省略し、躯体費の低減を図ります。

《 適材適所な材料選定》
・内装仕上材や衛生器具等は、競争原理の働く一般普及品の
中から選定し、工事費コスト削減を図ります。
・省エネ性、省メンテナンス性、更新性の高い機器や材料を
効果的に採用し、コスト低減を図ります。

雨水

バルコニー
屋上

セットバック
タンク貯水

散水

防根浸透

室内温度上昇
低下

様式 11
建替後の建物配置・平面計画に関する提案 及び 建替えのプロセス ( 新築、解体、移転等 ) に関する提案、「学びの中心となる学校図書館 ( 読書・学習・情報センター ) の整備」、「快適で温かみのある空間の整備」、「誰もが直感的に分かりやすいアプローチ計画、サイン計画」、

「長期的な視点に立った、維持管理のしやすい施設整備」及び「シビックプライドを育む施設整備」それぞれの提案並びに 全体事業期間の短縮に関する提案 及び 全体事業費 ( イニシャルコスト ) の圧縮に関する提案

●スケルトンインフィル構法

●環境教育の教材となる校舎

●日常的な維持管理にもなる見せる準備室

●建物断面構成と、環境装置として建物を永らえるエコヴォイド

●浸水を考慮した設備配置計画


